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●事前に 

○日時・場所を決める 

 人通りの多い時間・場所を選んで行う。同一 

グループで二時間が目安（三時間が限度） 

○管轄の警察署に「道路使用許可」を得る。（図１）

書類は警察署で書類をもらって来る（この紙は

コピーして保存しておくとその都度貰いに行か

なくてよい）。必要事項を記入し、どこを使用す

るかを記入した地図とともに二部を警察に提出

しに行く。（土日を除いて）三日後に交付される

ので、警察署へ取りに行く。 

 使用目的が「学校教育の一環としての」として

おくと無料で許可を取れる。 

 

（図１） 

 

 

○物品の準備（図２）参照 

【必須】 

 ・募金箱（木製のものを複数個用意するとよい

がダンボールで構わない。「東日本大震災被災

地支援募金」など何の募金かわかるようにし

ておく） 

 ・募金の概要、どんな目的でどこに送る予定か

（二回目からは前回の募金の結果とお礼、ど

こに送ったか）ということがわかるビラ（Ｂ

６サイズ程度） 

【できれば】 

・「東日本大震災被災地支援募金」など何の募金

かわかるような大判のポスター、パネル、プ

ラカードなど。

 

（図２） 

○参加生徒・引率の募集 

 一般の方とのトラブルも予想されるため必ず引

率は複数名つけます。道路使用許可を必ず持っ

ておくこと。（場合によっては提示を求められる） 

●当日 

○生徒は必ず制服を着用。舞子高校では学校名の

入ったジャンバー・ベストをその上に着用して

いる。 

○募金場所を決める 

 周りの店舗に挨拶し、通行人の邪魔にならない

場所で行う。人数が多い場合は二か所にするな

ど臨機応変に（ただし使用許可は取っておく）。 

○募金をお願いする声掛け。 

舞子高校の例 
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 （以下は一例） 

 一列に並ぶ 

 一人が「こんにちは舞子高校です、私たちはこ

の募金を直接被災地の学校に贈ろうと思ってい

ます。みなさんのご協力よろしくお願いします」 

みんなで「よろしくお願いします」 

これを人を変えて繰り返す。 

○募金をしてもらったらお礼を全員で言い、ビラ

を渡す。 

○終了時間になったら「これで募金を終了させて

いただきます、ご協力ありがとうございました」 

○その後反省会として、ひとりひとりが感想と反

省を述べる。 

※注意事項（舞子高校での事例） 

事前に指導を徹底してください。 

○貴重品の管理。 

○交代で適宜休憩を取らせるが、舞子ジャンバー

のままで募金活動しているそばで休んでいると、

さぼっているように見える。ジャンバーを脱が

せ、少し遠くで休むよう指導している。 

●その後 

○集計 

 お金を数えてから通帳に入金する。（数え間違い

は起こりうるので、銀行で数えてもらった値と

食い違いがあった場合銀行の値が正しいとして

ください） 

 


